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入札結果
工事（業務）等の名称
（実施箇所）

契約価格
（税込み） 契約業者 完成予定

平成20年度基盤整備促進（農道）事業　　　
大森地区委託第１回用地測量業務　　　　　　
（深谷字大森外地内）

7,665,000 ㈱福建コンサルタント 平成21年
２月末　

平成20年度森林環境交付金事業　　　　　　
臼石小学校児童用机・椅子等購入
（臼石字田尻地内）

2,782,500 福島県木造技術開発協同組合 平成21年
３月末　

入札日／平成20年9月10日

▲会議のようす

　

村
で
は
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
議
論
し

て
い
く
た
め
、「
飯
舘
村
地
域
公
共
交
通
会

議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
と
は
、
平
成
18

年
の
道
路
運
送
法
の
改
正
に
よ
り
制
度
化
さ

れ
た
も
の
で
、
国
・
県
を
は
じ
め
、
運
送
事

業
者
を
含
む
関
係
団
体
の
ほ
か
、
交
通
機
関

利
用
者
の
代
表
で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
公
共
交
通
網
の
体
系
や
料
金
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
償
運
行(

高
校
生
利
用)

の
継
続
・
更
新
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
引
き

続
い
て
今
後
の
公
共
交
通
に
関
す
る
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

地域公共交通会議の開催8
29

村老人クラブ連合会「グラウンドゴルフ大会」9
4

▲グラウンドゴルフを楽しむ参加者ら

元気に元気に ハッスルプレー！
　村老人クラブ連合会（大東正男会長）のグラウン
ドゴルフ大会がスポーツ公園陸上競技場で開催され、
１２６人が参加して熱戦を繰り広げました。
　この大会は、村グラウンドゴルフ協会（大渡敏行
会長）の協力を得て開催しています。
大会の個人成績上位 40人は、10 月９日に南相馬市鹿
島区で開催される飯舘村と鹿島区の老人会によるグ
ラウンドゴルフ大会に出場する予定です。

【大会結果】
優　勝…長谷川　利　治（前田老人会）
準優勝…高　橋　富　雄（飯樋町老人会）
第３位…渡　辺　幸　雄（小宮老人会）

　　　　　　広報において誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　　　　　　８月号：20ページの大谷吏樹君東北大会へ文中▶（誤）大谷吏樹君（小宮）（正）大谷吏樹君（大久保・外内）
９月号：12ページの第36回福島県消防操法相馬地方大会、写真説明▶ (誤）競技のようす（小型ポンプ操法の部）(正 )
競技のようす（ポンプ車操法の部）、文中▶ (誤 )第２分団機動部が、小型ポンプ操法の部で３位 (正）第２分団第１部が、
小型ポンプ操法の部で３位、14ページのおくやみ▶ (誤 )齋藤由美子（福島市）（正）齋藤由美子（深谷）

お詫びと訂正

広報125

長寿を祝い「敬老会」

▲謝辞を述べる松田さん

　川俣高校の一年生が、働く現場をもっと知ることを目的に、「総合的な学習
の時間」を利用して、９月 22日から 26日までの４日間、南相馬市や飯舘村な
ど近隣市町村に分かれて、インターンシップ（職場体験）を行いました。
　このうち、「飯舘村役場」で研修した、佐藤あかりさん（二枚橋）は、「一日
中パソコンで、健康に関わるデータを入力するのは大変でしたが、やりがいが
ありました。この体験を将来の選択肢に役立てたいです」と話していました。
　この職場体験を通して、生徒達は働くことの大変さを学んでいたようです。

▲全員で合唱をした敬老会のようす

▲職場体験のようす

今年の招待者は1,060人９
15

▲敬老祝い金を受け取る髙橋さん

　

今
年
度
の
「
飯
舘
村
敬
老
会
」
が
飯

舘
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
３
８
５

が
出
席
し
ま
し
た
。（
招
待
者
は
75
歳
以

上
の
１
０
６
０
人
）

　

敬
老
会
で
は
、
は
じ
め
に
招
待
者
代

表
髙
橋
貞
二
さ
ん
（
上
飯
樋
）
に
菅
野

村
長
か
ら
敬
老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
た

の
に
続
き
、
福
島
民
報
社
と
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
、
26
組
の
金
婚
夫
婦

を
代
表
し
て
椛
澤
元
一
さ
ん
・
ア
キ
ヨ

さ
ん
ご
夫
婦
（
草
野
）
に
、
表
彰
状
と

祝
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
村

婦
人
会
や
相
農
飯
舘
校
家
庭
ク
ラ
ブ
、

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
祝
品
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
を
代
表
し
て
松
田

常
蔵
さ
ん
（
深
谷
）
が
「
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
、
生
き
生
き
と
し
た
社
会
や
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
自
分
た
ち
が
出
来

る
役
割
を
可
能
な
限
り
果
た
し
て
い
き

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
で
は
、
８

つ
の
婦
人
会
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
演
芸

の
披
露
や
飯
舘
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
な
ど
、
会
場
は
終
始
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

川俣高校生が職場体験 ９
22～26
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小
は
大
を
兼
ね
る
？

　

福
祉
の
充
実
し
た
国
と
し
て
、
よ
く
デ
ン
マ
ー

ク
の
名
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育

の
先
進
国
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、
今
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
子
育
て
な
ど
生

活
環
境
の
良
さ
と
い
う
点
で
、
北
欧
を
は
じ
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
が
、
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
ま
す
。「
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
？
」
と
い
う

疑
問
に
、
あ
る
大
学
教
授
は
、
明
快
に
２
つ
の
理

由
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
国
が
小
さ
い
か
ら
小
回
り
が

利
く
」、
つ
ま
り
国
の
舵
が
取
り
や
す
い
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
人
口
は
５
４
０
万
人
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
５
３
０
万
人
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本

は
１
億
２
７
０
０
万
人
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
20
倍
以
上
の
人
口
で
、
日
本
は
世
界

１
９
３
か
国
（
※
）
の
中
で
、
10
番
目
位
に
人
口

の
多
い
国
な
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
人
口
が
少
な
い
国
の
た

め
、昔
か
ら
人
と
人
が
信
頼
し
合
っ
て
互
い
に「
助

け
あ
う
」「
支
え
あ
う
」
と
い
う
風
習
が
国
民
の

中
に
根
付
い
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
一
つ
の
確
か
な
証
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
日
本
の
学
生
に
対
す
る
「
対
人
信
頼
度
」

の
比
較
調
査
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
社
会
で
は
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
、
誰
か

に
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
問
に
対
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
生
で
「
そ
う
思
う
」
と
答

え
た
方
は
10
人
中
２
人
。
一
方
、
日
本
の
学
生

は
10
人
中
８
人
ま
で
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

従
来
、
日
本
人
が
世
界
に
誇
れ
る
と
こ
ろ
は
、

相
手
を
思
い
や
り
、
気
づ
か
い
、
信
頼
し
合
う

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
今
や
、
い

つ
の
間
に
か
日
本
の
若
者
に
は
無
く
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。

　

飯
舘
村
は
、
小
さ
な
村
で
す
か
ら
、
い
つ
で

も
小
回
り
に
舵
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

と
は
、
村
の
中
に
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
た
り
、

気
づ
か
い
合
っ
た
り
す
る
土
壌
が
、
さ
ら
に
広

ま
れ
ば
、
鬼
に
金
棒
で
す
。

　

何
か
あ
る
と
、
頭
た
た
き
や
足
の
引
っ
張
り

あ
い
が
、
も
し
あ
る
と
し
た
ら
、
人
に
優
し
い

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
か
な
り
遠

い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　

平
成
20
年
９
月
29
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

　

第
８
回
「
ふ
れ
愛
ピ
ッ
ク
」
が

い
ち
ば
ん
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
身
体
障

が
い
者
福
祉
会
、
民
生
児
童
委

員
協
議
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
が
主
催
し
て
毎
年
開
い
て
い

る
も
の
で
、
村
内
の
身
体
に
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん

が
ス
ト
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
や
輪

投
げ
、玉
い
れ
な
ど
の
レ
ク
ゲ
ー

ム
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
通

し
て
年
に
一
度
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
は
今
年
も
、

相
農
飯
舘
校
生
や
日
赤
奉
仕

団
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
み
な
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
。

選
手
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
１
０
９
人

が
参
加
し
、、
競
技
終
了
後
は

用
意
さ
れ
た
芋
煮
汁
を
囲
ん

で
参
加
者
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

中
村
俊
一
村
身
体
障
が
い

者
福
祉
会
長
は
、「
村
内
に
は

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

が
４
０
０
名
ほ
ど
お
ら
れ
る

の
で
も
っ
と
多
く
の
み
な
さ

ん
に
参
加
し
て
欲
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

９
28

ふ
れ
愛
ピ
ッ
ク

レ
ク
ゲ
ー
ム
で

　

笑
顔
の
交
流

▲「ボッチャ」を楽しむ参加者ら

▲玉いれのようす

※世界の国数…193か国。現在、日本が承認している国数である192か国に日本を加えた数です。（H20年 3月現在・外務省ホームページより）
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（８月 21日から９月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 20年９月１日現在）

 　 今　月 昨年同期

 男 3137 人 3208 人

 女 3149 人 3250 人

 計 6286 人 6458 人

 　 1701 戸 1725 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（－ 5人）

（－ 12 人）

（前月比）

（－ 17 人）

（+ 3 戸）

◆◆◆8月１日～31日までの人口動態 ◆◆◆
 転入 8 人 転出 23 人
 出生 5 人 死亡 7 人

 赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

今野　郁
ふみや

哉くん 智和・美奈子 上　飯　樋

新谷　倭
やまと

斗くん 利行・優子 伊　丹　沢

すくすくと元気に育ってね

 氏　　　名 年　齢 行政区

 三　輪　德　夫 55 関　　　沢
 紺　野　　　勝 47 関　　　沢
 柴　田　民　男 89 上　飯　樋
 佐　藤　文　士 44 草　　　野
 菅　野　芳　吉 77 長　　　泥
 高　野　フ　カ 95 大　　　倉
 井　上　公　子 58 長　　　泥
 金　子　子之吉 89 長　　　泥

 ご冥福をお祈り申し上げます

 氏　　　名 行政区

荒　　　一　德 二枚橋・須萱
許　　　英　子 大 韓 民 国
松　浦　広　幸 上　飯　樋
李　　　蓮　玉 大 韓 民 国

いつまでもお幸せに

▲乾杯する出席者ら

　

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
た
元
消
防
団
分
団
長
の
古
川
信
さ
ん

（
飯
樋
町
）
の
叙
勲
受
章
祝
賀
会
が
宿

泊
体
験
館
「
き
こ
り
」
で
開
か
れ
、
消

防
団
関
係
者
や
地
元
地
区
住
民
、親
戚
・

家
族
な
ど
１
０
４
人
が
出
席
し
て
、
古

川
さ
ん
の
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祝
賀
会
は
、
消
防
関
係
者
９
人

の
祝
賀
会
発
起
人
（
代
表
・
荒
利
喜
消

防
団
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
は
じ
め
に
発
起
人
代

表
の
荒
団
長
が
「
古
川
さ
ん
の
受
章
は

私
た
ち
消
防
団
員
に
と
っ
て
も
大
き
な

誇
り
で
す
。
今
後
と
も
村
消
防
団
の
発

８
31

瑞
宝
単
光
章

叙
勲
受
章
祝
賀
会

▲謝辞を述べる古川さん

▲祝賀会のようす

展
の
た
め
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
の
に
続
き
、
来
賓
の

菅
野
村
長
、
北
原
昇
村
議
会
議
長
、
加

藤
貞
夫
県
議
会
議
員
、
伹
野
安
俊
県
消

防
協
会
相
馬
支
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
消
防
関
係
者
な
ど
か
ら
古

川
さ
ん
へ
記
念
品
や
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
後
、
古
川
さ
ん
が
「
多
く
の
関
係
機

関
団
体
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
42
年
間
に
わ
た
り
防
火

防
災
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う

一
層
精
進
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

乾
杯
後
の
祝
宴
で
は
、
飯
舘
フ
ラ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
古
川
信
さ
ん
の
栄
誉
を
祝
福


